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協賛企業：（株）成心設備、西関東開発（株）、（株）ウィルマート、（株）R&C、（株）フジコー、（株）渡辺工業所、甲府市管工事協同組合、（株）とちの木、（株）ACL、（株）エスティケイ

こどもは“権利の主体” ～山梨県こども計画（素案）のご紹介～

人権移動教室の授業を受けた子供たちの感想文が、裏面にてご覧いただけます。

「山梨県こども計画」は、こどもの権利を包括的に保障する「こども基本法」（令和5年 4月施行）の理念を踏まえつつ、県のこども施策を
総合的かつ強力に推進していくための計画として、今年３月末までに策定される見込みです。その基本理念として「全てのこどもが夢や
希望を叶えるため、権利の主体として尊重されるとともに安心と挑戦が保障され、自立できる社会の実現」が掲げられました。

ここで特に注目すべきは、「全てのこどもが“権利の主体”として尊重される」という考え方だと思います。今年２月に公表された同計画
（素案）の「やさしい版」（※１）では、「山梨県こども計画がこれまでと違うところは、こどもならではの守られる権利などだけでなく、自分
の意見を言える権利など、権利を使うことができるということを大事にしていこうとしているところです。」と述べています。

国連で1989年に採択し我が国も批准している「子どもの権利条約」では、子どもは「弱くて大人から守られる存在」という考え方から、
それだけではなくて、子どもも「ひとりの人間として人権（権利）をもっている」、つまり、「権利の主体」だという考え方に大きく転換させ
た画期的な条約です。

この大切な考え方が、我が国の「こども基本法」制定に続いて本県の「こども計画」の基本理念に盛り込まれたことは、大きな意義があると
思います。

こども基本法の第4条や第11条では「こどもの意見の尊重」が定められています。また、第3条では「子どもの最善の利益」をめざすべ
きと定めています。これを踏まえると、大人の考えや行動を一方的にこどもに押し付けるのではなく、まず、こどもにとって一番良いこと
は何かを、子どもの声を聴きながら考えて判断し行動することが大切になってきます。

「山梨県こども計画」（素案・概要版）（※２）では、「施策の展開」の中で“こどもの権利”に関して次のような（令和１１年度までの）目標を
掲げています。

（※１）やまなし子育てネット：山梨県こども計画（「やさしい版」等の紹介）
https://www.yamanashi-kosodate.net/ken_oshirase/kodomoplan.html　

（※２）山梨県こども計画（素案・概要版）
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/119233/kodomoplan1_soangaiyo.pdf

卒業式においては、文部省の指導により日章旗の掲揚と同時に君が代
の斉唱が強化されてきました。一方で日本国憲法が保障する思想・良
心の自由に反するとの主張もあり、いわゆる日の丸・君が代問題で、
最高裁判所は「憲法19条に違反する」と判断しました。この問題、
国際労働機とユネスコから、日本政府は国歌斉唱強制の是正を求める
勧告を受けています。民主主義と人権を考える問題ともなりました
が、卒業式は子どもたちが主役であることを忘れてはいけません。そ
れこそが人権意識です。人を思いやる気持ちを、教育現場もしっかり
教えていただきたい、卒業式がその手本となることを望みます。

①短期目標
　教育・保育に関わる職員のこどもの権利に関する研修受講率⇒１００％
②中期目標
　こどもが権利の主体であることを十分に理解している教育・保育関係者の割合
　（令和６年度：33.1％）⇒１００％
③長期目標
　全てのこどもの意見が尊重されている（自分の行動や意見で地域や社会を変えられると思うこども・若者の割合
　（令和６年度：45.2％）⇒上昇させる）
　これらの目標について、今後の取組が成果を上げるよう、私達も尽力したいと思います。
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人権移動教室に参加した子どもたちの感想文をご紹介します。
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